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2023 年 10 月期第２四半期累計期間および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2022 年 12 月 12 日に公表した業績予想を修正いたしましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 業績予想の修正について 

(1) 修正の内容 

① 2023 年 10 月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2022 年 11 月１日～2023 年４月 30 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

 前 回 発 表 予 想（Ａ） 14,500 △ 830 △ 960 △ 1,100 △ 27.50

 今 回 修 正 予 想（Ｂ） 13,235 △ 1,853 △ 1,987 △ 2,025 △ 50.63

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 1,265 △ 1,023 △ 1,027 △ 925 

 増    減    率 （％）  △ 8.7%         -         -         - 

［ご参考］前期第 2 四半期実績 
15,494 △ 583 △ 655 △ 726 △ 18.17

（2022 年 10 月期第 2四半期） 

 

② 2023 年 10 月期通期 連結業績予想数値の修正（2022 年 11 月１日～2023 年 10 月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

 前 回 発 表 予 想（Ａ） 42,800 3,020 2,740 1,530 38.25

 今 回 修 正 予 想（Ｂ） 40,200 2,440 2,170 1,210 30.25

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 2,600 △ 580 △ 570 △ 320 

 増    減    率 （％）  △ 6.1%  △ 19.2%  △ 20.8%  △ 20.9% 

［ご参考］前期実績 
42,778 2,523 2,329 1,474 36.87

（2022 年 10 月期） 
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③ 2023 年 10 月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（2022 年 11 月１日～2023 年４月 30 日） 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり当

期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

 前 回 発 表 予 想（Ａ） 12,400 △ 790 △ 870 △ 21.75

 今 回 修 正 予 想（Ｂ） 10,929 △ 1,630 △ 1,635 △ 40.88

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 1,471 △ 840 △ 765 

 増    減    率 （％）  △ 11.9%         -         - 

［ご参考］前期第 2 四半期実績 
13,536 △ 726 △ 739 △ 18.48

（2022 年 10 月期第 2 四半期） 

 

④ 2023 年 10 月期通期 個別業績予想数値の修正（2022 年 11 月１日～2023 年 10 月 31 日） 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり当

期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

 前 回 発 表 予 想（Ａ） 38,000 2,860 1,750 43.75

 今 回 修 正 予 想（Ｂ） 34,500 2,320 1,430 35.75

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 3,500 △ 540 △ 320 

 増    減    率 （％）  △ 9.2%  △ 18.9%  △ 18.3% 

［ご参考］前期実績 
38,261 2,010 1,298 32.47

（2022 年 10 月期） 

 

(2) 修正の理由 

通期連結業績予想につきましては、当社の主力事業である住宅事業において、資材価格高騰に伴う

住宅価格の上昇や物価高による消費マインド低下の影響を受け、当期受注高減少及び建売の販売棟数

減少等により、売上高が前回発表の業績予想を 26 億円程度下回る見込みとなりました。また、利益

面では、経費節減等に努めましたが、減収に伴う利益の減少により、営業利益・経常利益・親会社株

主に帰属する当期純利益につきましても前回予想を下回る見込みです。 

通期個別業績予想および第２四半期連結・個別業績予想につきましても、上記と同様に、主に住宅

事業における売上高の減少により売上高・営業利益・経常利益・当期純利益が前回予想を下回る見込

みです。 

なお、第２四半期末および期末配当予想につきましては、従来予想（１株当たり各６円）から変更

はありません。 

上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の

業績、配当額等は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以上 


